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■　街と、その不確かな壁　と…。　アーティスト・トーク

A-Lab Artist Talk
会がありました。この前は大阪の art court gallery

で個展をされていて、その時にもトークに呼んで

いただきました。異なる地を拠点とするお二人の

活動をたまたまどちらにも立ち会う機会があった

ので呼んでいただいたのかと思います。では川田

さんお願いします。

川田　そうですね。自己紹介も兼ねて僕の作品と

今展覧会に出展している作品の話を聞いてもらい

たいと思います。よろしくお願いします。

改めまして川田知志と申します。普段は壁画の制

作をしています。ただ壁画と言いましても、その

壁画に対して様々なアプローチを色んな視点や方

法を用いて展開しています。色んな視点や方法の

アプローチについて、作品を見せながら尼崎、あ

まらぶアートラボで作った作品について説明も同

時にしていけたらなと思っていますのでよろしく

お願いします。はじめに今までどういう作品を作っ

てきたか。僕は様々な公共の空間で作品を作って

きました。勿論、主に壁面に絵を描くという方法

をとっています。まず銭湯の作品があるのですが、

これは銭湯の壁画ってどういうものがあるのかな

という疑問から富士山っていう代表的なモチーフ

があるけれども、それ以外のモチーフって描かれ

てなかったなと思って、富士山以外の絵を銭湯に

描いたらどうなるのかなという試みです。ここの

銭湯はオーナーが非常に若くてその子供ちゃんも

非常に幼くて、その子供ちゃんの落書きをモチー

フに、銭湯の新しい壁画を提案しました。

次に京都芸術センターです。京都芸術センターで

は、皆さん関西圏内なのでご存知かと思うんです

けれども、京都を代表するアートセンターの一つ

で、北ギャラリー、南ギャラリーっていう二つの

展示スペースがありまして。僕はそこの展示スペー

服部浩之さん（以下、服部）　最初に川田さんか

ら今回の作品に繋がるような話を聞いて、迎さん

も同じく今回の作品だけではなくて、少し前の作

品のこともお話いただいて、そこから三人で主に

今回作られている作品のことを中心にディスカッ

ションしながら最後にご質問なんかしていただけ

るような形で。自己紹介からみたいな感じでいい

ですかね。

川田知志さん（以下、川田）　そうですね、自己紹

介から。じゃあ、服部さんから。

服部　服部です。はじめまして。今日トークに呼

んでいただいたんですけれども、なんかすごい早

い時期、５月くらいとかになんかやりましょう

よ、っていう話がありましたね。

川田　そうですね。

服部　どういう関係があるかだけ最初にざっくり

と。僕は普段、キュレーターとしてフリーランス

で展覧会の企画などの仕事をしているんですけれ

ども、同時に秋田公立美術大学というところでも

仕事をしておりまして。迎さんは去年の４月から

スではないところ、つまり公共の空間をそのまま

作品にするにはどうしたらいいのかなと思いまし

た。じゃあ普段見慣れている廊下をそのまま作品

にしてしまうと風景がどういう風に変わるのかな

と思って展開しました。

次に先ほど服部さんのご紹介にもありました、名

古屋の長者町というエリアにあたる場所で作った

作品です。今回のあいちトリエンナーレの会場に

はならないんですけれども、２０１６年まで長者

町エリアは会場になってまして。その長者町エリ

アというのが、元々大きな繊維問屋街になってい

ました。現在は時代の流れだったりとか、街の雰

囲気が変化したということで、元々は繊維業を営

んでいた問屋の建物なんかが色んな形で中身が変

わったりとか、そもそもビルの耐久に問題があっ

たりとかで壊されたりとか中身がごろっと変わっ

たりして町の様子も変わっていって。その中で町

の様子も変わっていく中に、愛知のアートセンター

「アートラボあいち」が、現在はまた違うところに

あるんですけれども、以前はこの長者町エリアに

ありまして、そのビルの一角がレジデンスという

形で解放されていて、そこで滞在して作品制作し

たものです。元々今までは、京都芸術センターで

あったり、先ほどの銭湯は、展覧会の期間だけに

しか存在しない壁画という名目でやっていました。

けれどもここの壁画に関しては、もう元々このビ

ル自体が取り壊されるという情報がありまして、

大学の同じアーツ & ルーツという専攻で助手とし

て働いていらっしゃる。僕はずっと作品を見てい

るってわけではないんですけど、たまたま実は修

了制作も京都で拝見していて。

迎英里子さん（以下、迎）　知らなかったです。

服部　あ、ほんとですか？

迎　はい。ありがとうございます。

服部　その後 @KCUA でのグループ展も拝見して

います。僕は秋田だけでなく愛知も活動拠点とし

ていて、川田さんはあいちトリエンナーレの開催

地ともなった名古屋市の長者町という地区で活動

する NPO が主催しているアーティスト・イン・レ

ジデンスのプログラムに呼ばれていらっしゃった。

その時に不思議な立ち位置で作品制作に関わりま

した。

川田　アドバイザーっていう感じですかね。

服部　一緒にトークなどもしましたね。その後は

あいちトリエンナーレの地域展開事業の一環で一

宮市という繊維産業が盛んな街で開催された展覧

会にも参加され、近年の作品を続けて拝見する機

出演 川田 知志、迎 英里子、服部浩之（ゲスト）
日時 平成 31 年 2 月 24 日（日）1４時〜1５時 30 分
場所 あまらぶアートラボ A-Lab room1

川田知志さん

トークの様子

過去から現在へ
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なのか。なんかそういうところを改めて表現化し

た作品になっています。

次に先ほどの服部さんの紹介の中にもあった、あ

いちトリエンナーレが開催していない年間にやっ

ている地域展開事業。その地域展開事業で発表し

た作品です。これが表現の内容を説明すると、こ

れに主に使っているテクニックが、壁画の保存修

復技法。その保存修復技法自体は、移動不可能だ

と言われていた壁面を特殊なテクニックを使って

表面だけをはがし取り、表面のはがし取ったもの

だけを別の支持体に移動させて保存するというテ

クニックです。この地域展開事業で展示させても

らった場所が一宮の市役所ですけど、一宮市役所

が、数年前まで旧庁舎って呼ばれるすごい古い建

物の中にありました。その古い建物は、大正時代

に建てられたもので、当時の趣きを一部残したと

ても魅力的な建物だったらしく、ただそれも先ほ

どのあいちトリエンナーレの会場にもなっていた

長者町のビルのように、耐久の関係で取り壊され、

真新しい建物が建った。ですけれども僕はその古

い建物の趣きという部分に着目して、その情報を

リサーチして壁画の表現に落としこんだという作

品になっています。

次にお見せするのが、つい最近まで中国のレジデ

ンスに行っていました。そこではさっきの話の中

にあった、壁画を移動させること、それ自体に新

しい表現の何かを見出しているという話をしてい

ましたが、これはまた別の筋になります。少し変

な話をします。去年、大阪でたまたまビルの解体

工事の場所に立ち会ったんですよ。その時にビル

の内壁が取り壊されているちょうどその状況で、

内壁が取り壊されると建物の構造自体が現れるん

ですよね。そうするとその建物の構造自体に、お

そらく建築当時の大工さんか、工事に何かしら関

係している人のメモがたくさん出てきたんですよ。

その当時の人のメモ自体が、非常に美しく感じま

して、これ自体も壁画って呼べるんじゃないかな

と思いまして。僕がきっと美しいと思ったタイミ

ングっていうのが、剥がされて出てきたそのタイ

ミングなんですよね。そういう現れたタイミング

の経験っていうこと自体を自分の作品の一部にで

きないかなと思いまして。この中国のレジデンス

では新しくこれから建つ建物の構造自体、構造の

内側に絵を描こうと思い試みた作品です。なので、

今描いてその場所に置いてはあるんですけど、実

際の作品の完成は、これが新しい建物になって、

さらに取り壊されるその瞬間、誰が取り壊すかは

わからないですけれども、内壁がガッて剥がれた

時にこの作品がドーンと出てくる。それがどういっ

た視覚体験になるのかなと思って。それを楽しみ

にした作品です。ここまでが簡単な今まで僕がやっ

た作品の一連の流れです。

次にこの尼崎でやった試みに直接的につながる内

容の説明をします。去年、大阪の art court gallery

で展示をさせてもらった時の記録の写真です。こ

の時に今まではがしたり、移動させたりっていう

ことの体験をもって、これはどういう表現になる

のかなとずっと実験的にやっていました。けれど

も去年の art court gallery での展示では、いよいよ

それを表現として展示しよう、そういう思いを持っ

て展示した作品です。この時非常に重要だと思っ

たのが、その壁面をはがして持っていくだけでは

なくて、その工程自体、あるいはその壁面を剥が

すことによって現れてくる壁面の構造。なんかそ

れ自体も新しい表現の一部であるのではないかと

いう思いになりまして。その構造自体も構成の一

部、なおかつ剥がした物の剥がした状態のそのだ

らしなさであったりとか、素材が変わるその瞬間

の美しさなんかをどういう風にとどめとこうか、

なんかそのどういう風にとどめとこうかっていう

部分を、さらにその不確定な要素として残したま

ま見せた作品です。なので剥がしたもの、なんと

なくこの布が例えば壁画であればその空間の文脈

があって、その空間の文脈を汲み取りながらイメー

ジを回収できるんですよ。けれどこの時の展示の

作品ではその空間の文脈が全くなく、なおかつ何

かであろうとなんなんやろなこれ、っていうイメー

ジがぼんやりそこにのる。ということによってこ

れは絵画なのかなんなのか。非常に絵画に寄って

くるんですよね、その状況と状態が。ですけれど

も僕はそれを立ち位置として「壁画」と呼ぶ。だ

からその空白というかその距離感の中に、新しく

公共性であったりとか場所性であったりとかを落

とし込むと、一気に新しい「壁画」というものが

できるんじゃないかなという提案ができるように

なるための作品群でした。なのでこの展示にある

ぼんやりした空白であったりとか、これはなんだ

ろうなっていうイメージがあまらぶアートラボの

作品では、はっきりと立ち現れています。

今まで作品制作で作る壁画は、移動させる名目で

あったりとか展覧会の期間内にだけ立ち現れなけ

ればいけないものであるので、空間の中で新しく

壁を作るということを普段行なっていました。「空

間の中に新しい壁を作る」ということを、その空

間の中に新しく作った壁そしてその壁を動かして

今回このあまらぶアートラボに持ってきています。

今回作品化した４つの公共の空間を一気にお見せ

していきます。

一つ目、小学校の給食室。この小学校はもう廃校

になっていまして、今後何かの建物に立ち替わる

予定ですけれど、そこの給食室をモチーフに作品

化しました

二つ目が結婚式場。ここも結婚式場としては使わ

れてないです。アルカイックホールの９階にあり

ます。結婚式場って、結婚した経験がないからあ

れですけれども、公共として誰しもが経験する場

所じゃないなっていうのと、経験したとしても一

度きりっていうところで、空白の空間が非常に多

その取り壊される建物の中でどういうことができ

るのか。一番最初にビル自体がなくなる、けれど

もその中で自分が壁画でなにができるのかとなっ

た時に、いつもは建物より先に壁画を壊してしまっ

ていたなという部分に気付いたんですよね。後々

建物の方がなくなってしまう、けれどもじゃあそ

この壁画を残すことができるんであれば、この建

物自体の記録を自分の壁画に閉じ込められるので

はないのかなという。そこでこう壁画を移動させ

ることの表現化。これが現在僕が作品で主に取り

組んでいる内容の中ですごく重要なキーワードに

なってきます。この壁画を移動させること自体を

表現化する、そういう思考を発見したすごく重要

な取り組みの記録の写真になっています。なので

その重要なタイミングで服部さんに出会って、そ

の作品についてお話を聞いていただけたというの

は、すごく僕にとって重要でして、さらにそこか

ら継続的に自分の作品の流れをしっかり理解して

くれてる人って、あんまりいなくて。なので今回

尼崎でも作品のお話を一緒にできたらとても嬉し

いなと思ってお願いしました。それがこの一番最

初の試みです。建物の壁画を外して別の場所に移

す。そうするとその外したもの自体どうなるのか。

というところからスタートしました。これをまず

「表現」と呼べるのか。表現とした場合これは「壁画」

なのかどうか。これはそもそも「絵」なのか「物質」

服部浩之さん
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くてなんか不思議やったんですよね。そんな中に

壁を作ろうと思っても、壁があること自体よくわ

からなくて。じゃあ逆に公共を取り戻すためにど

うしたらいいのか。そういう考えに頭がいたりま

した。じゃあ人がたくさんいる状況を作れば、公

共に近付くんじゃないかなと思って、倉庫の中に

入っていったらトルソーを見つけたので、そのト

ルソーを木材で型取って壁面を作りました。

三つ目が履物屋さん。靴屋さんですね。ここもす

でに廃業してる靴屋さんです。履物屋さんの内の

空間と外の空間、生活空間と店舗空間の間を仕切

る壁面を測量して、この展示空間の中に、再現し

ました。そして廃校になった中学校も今回作品の

モチーフにさせてもらっています。僕の作品の説

明は以上です。

服部　では次に迎さんに作品の説明をしてもらお

うと思いますので、よろしくお願いします。

迎　迎英里子です。room3 と倉庫に展示している

作品が私の作品です。パフォーマンスの作品につ

いて。今回は 11.0 なんですけど、アプローチの後

にナンバリングをしていくような作品の制作をし

ています。毎回パフォーマンスにはモチーフがあ

りまして、社会の中の仕組みだったり自然の中の

仕組みを下敷きにして、その構造だけ抜き出して

パフォーマンスにするっていう作品です。

（これまでに制作した作品の記録映像を見ながら）

この作品は屠畜の仕組みをモチーフにしています。

最初に吊り下がっていたものが牛を模していて、

皮を剥いで今これが心臓の血抜きをしているシー

ン。これは後ろが肛門なんで、肛門を持って、中

が漏れないように結束しているというところです。

実際にそういう工程があって、これは実際に見学

させてもらいました。 今からこれが肉の塊にな

るっていうような。

こういう作品になったのはここ数年ですが、最初

にこういうモチーフを使いだしたきっかけの作品

はアニメーションの作品です。ラジカセの中身を

解体して、その中のパーツを全部スキャンして、

スイッチのどこを押したらどの部品が動くかって

いうことをアニメーションにした作品なんですけ

ど、ラジカセって普通によく使うものですけど実

際どこのパーツを押せばどこが動いてどういう風

に再生されるかっていうのは全然知らなくて。ア

ニメーションにしたら、あ、こういう動きしてた

んだっていう風に。面白かったのが、メーカーが

違ってもパーツってだいたいどこも同じようにで

きていて、なんかそれってすごい長いこと使われ

てきたものってシステムがすごい洗練されていて

できあがったものになっているっていう。それが

きっかけで、あるもの、できたものを下敷きにす

ると、必ず何かできたものになるんだなって。

その次に作った作品が、これは DNA がコピーされ

る時に、二重螺旋が開くんですけど、「開く」って

文章で書かれているんですけど実際開くって一体

どういう動きをするのかなと思って開いてみたっ

ていう作品です。アニメーションで最初はやろう

かなと思ってたんですけど、二次元で表現できる

幅って限られているなあって思って。三次元の物

に作りかえると、ほんとにすごい身体的なアニメー

ションというか二重螺旋が開くというアニメー

ションができてきて。また素材が、鉄なんですけ

ど鉄の重さだったり鋭利な感触だったり冷たさみ

たいなものが感じられるなと思って、こういう立

体で装置を作るということを始めました。その後

しばらく一個の装置で作っていたんですけど、じゃ

あその装置を複数繋いだらもうちょっと長い話が

できるなと。私の存在を作品の中に入れることで、

その装置と装置の間を取り持ってもっと長い話が

できてパフォーマンスという形態でできるんじゃ

ないかなっていうことで今のこういうパフォーマ

ンスの作品になっています。

最初に見せた屠畜の作品が、そのパフォーマンス

の作品の中で一番最初につくった作品なんです。

それまで一個の装置でしていた時っていうのは割

とモチーフが自然科学的な、花が開くって感じだっ

たり、光の反射っていうことをしてたんですけれ

ども、ちょうどその屠畜の作品を作ったのが院生

くらいの時で、来年から社会に出るってなった時

に、私は納税のことも、社会の仕組みを本当に何

もしらないって、ちょっとセンシティブになって

る時期で。その時京都に住んでいたんですけど、

肉の処理場っていうのが、わりと近所にあって、

そこまで牛は生きたまま連れられて、そこで処理

されるって知って。あ、そうだったんだって。で、

屠畜について調べていくとグロテスクだとか、か

わいそうだ、みたいなそういう記事がすごい出て

くるんですね。それがすごい屠畜というものを考

える上ですごい障害だなと思って。そういう感情

論的な部分だったりで、なんかすごい考えが阻害

されてしまうなと思って、そういう意識を操作さ

せることだったり、印象を持たせるようなことっ

ていうのを外してみて表現することで、屠畜とい

うものの、仕組みや構造だけを取り出すというこ

とをしました。

今流しているのが石油の誕生です。大陸が移動し

て下で生き物たちの死骸が溜まったものがここに

溜まるんですけど、それが石油のもとで。パフォー

マンスでは緑色のものが地面で、壁を立てながら

トンネルを掘っている。トンネルを掘っていく時

に、壁をだんだん立てながらじゃないとガスが溜

まるので、立てながら掘って最終的に油田にぶち

当たって…。この作品は、時間軸とか、方向であっ

たり、縮尺であったりっていうものを、全部まぜ

迎英里子さん
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こぜにしてできる表現があるだろうかってことを

この時は考えながら作っていました。 それで、こ

れは一昨年くらいに東京のギャラリーで展示した

作品なんですけど、これは国債の仕組みです。株

式とかの仕組みをモチーフにしていて、お金って

いう物質はあるんですけど、お金の動きって完全

に姿、形のないもので、本当に姿、形のないもの

を構造にするとどのような表現があるだろうって

いうことをこの時は考えて。まあ実際には絶対に

人間が介入するので等身大のものにはなるんです

けど。これまでこういうようなことをしています。

作品のテーマとして 2 つ軸があって、物質的な構

造、見えないものであったりとか、縮尺が小さす

ぎる大きすぎる、もしくは時間が長すぎるという

ことで、3 次元に存在していないものを、3 次元の

等身大サイズに置いた時にどういう構造体になる

かっていう物質的な話と、ものごとを理解すると

いうことについてをテーマにしています。

これは歴史を視覚化・立体化するとどういう風に

なるだろうかということを考えて作りました。机

が大陸になっていてカートが船で、移動してって

いう風になっています。

「理解すること」っていうのがテーマなんですけど、

それは「これはこういう仕組みになっているんだ

よ」っていう教育ではなくて、むしろ私は下敷き

にそういう色んな仕組みを使っていて、抽象化さ

れたものや置き換えられているもので再現されて

いるものを観客は見て、「これはなんだろう」って

まず思うんですね、絶対。でもやっていることっ

ていうのは一般的な万人がやってるような何気な

い動作で、別に知らないわけじゃない動きなので、

完全に分からないってシャットアウトするでもな

く、「分かった！」って分かってしまうでもなく、

「なんなんだろうな？」って考え続ける状況という

のをパフォーマンスの中でつくろうとしています。

それは、私が「理解する」っていうことを、理解

したと思った瞬間から理解が遠ざかると思ってい

て、常に考え続ける状況を自分の中に持っていた

いと思っているので、そのような考えのもと作っ

ています。

今回の作品は、「就業規則の作成」というのをテー

マにしています。このあまらぶアートラボってい

う場所で展示するということで、元々公民館だっ

た場所であり、現在は市役所が管轄している所な

ので、「仕事」をテーマにしたいなと。自分自身

が去年 4 月から月給をもらえる仕事形態に初めて

なって、今そのことで問題があったりして、その

時に就業規則というものの存在を初めて意識して、

就業規則ってどの会社にも絶対あると思うんです

けど、問題が起こらないとその存在が見えなくて、

知らなくてっていうことがありまして「就業規則

を作成する」ということをテーマに制作しました。

服部　二人展ということですが、共通点とか展覧

会テーマから入るよりは、それぞれ作品のプレゼ

ンテーションをしていただいたので、そこからの

気付きをきっかけとして進めていくのがいいかな

と思いました。では、最初に川田さん。

川田　はい。

服部　近年のお仕事を拝見していると、壁画に対

する意識が変わってきている気がしたんですけれ

ども、今回やっていることって壁画という意識は

あるんですか？

川田　そうですね、壁画という意識でやっていま

す。というのも移すことを素材にできたのでそう

した場合に、もっと色んなことを「壁画」と呼ぶ

ことができるんじゃないかなっていう発想に今は

なっていまして、一応は全て壁画を作っています。

服部　一貫してやっていることは壁画。だいぶこ

の数年で展開が変わってきていますよね。

川田　変わってますね。

服部　今回の作品、4 カ所には何か理由があった

んですか？１カ所でもできることってあったと思

うんですけど、あえて４カ所にしているところに

ついて。

川田　４っていう数字に意味は全然ないです。だ

けども１箇所ではもの足りない…。というのも同

じ公共の場所ではなくて、いくつかの公共を比較

したかったっていう。そのいくつかの公共の場所

を比較すると同時に、個人的な欲求で、４つの場

所があれば４通りのまた新しい表現、方法を見つ

け出せるのではないかなと思ってやらせてもらい

ました。

服部　公共の場所っていうところでいうと、この

履物屋さん、どういう観点から「公共」って定義

づけているんですか？他はなんとなくわかるんで

すけど、１カ所だけすごい異質ですよね、この履

物屋さん。

川田　そうですね、家感強いですね。

服部　すごいプライベートなところじゃないです

か、どっちかっていうと。ここってなんでできた

んですか。不思議。

川田　それは僕自身も不思議で。でも商店自体に

興味がありました。ここの履物屋さん自体が空き

家になってまして、お商売ももうやめてるんです

よ。ですけど、中にはその時の名残りがありまし

て、その名残りの一番強かった部分が「壁」だっ

たんですよ。住居空間と店舗空間を分けていたそ

の壁。さらにその自分達の住居空間から店舗空間

を覗き穴でのぞいてお客さんが入ってきたことを、

それで確認しておそらく店頭に立っていただろう

と。それがもう言ってしまうとあの覗き穴を作り

たかった。あれが非常に画に見えてしまった。で、

それがなんでなんやろうなっていうことを考えた

くて作品にしました。

服部　これだけ壁画に対するアプローチが抽象的

ですよね。例えば学校の作品は壁画と言われれば

理解できる気がしたんですけど、たぶんこの履物

屋さんは全的のなかで浮いてる感じがします。

川田　そうですね。

服部　手法もアプローチの仕方も違いますね。こ

の場所自体に直接はアクションを起こしてない。

川田　そうですね。あの場所自体に起こしたアク

ションは、写真を撮るということと壁面を測量す

る、まあ後はこっそり落書きして帰ったことがあっ

たんですけれども、「何描いたかバレへんやろな」

と思いながら描きました。まあその話は置いとい

て。で、壁自体をモチーフに壁を描くとなると、じゃ

あ壁を作るということが壁を描くということと同

義になるんじゃないかなと。それが元々その壁を

建てること自体から、自分自身の壁画制作が始まっ

ているので、壁を作ること自体が壁に絵を描くこ

とと全く一緒になってきているので、そうした時

にじゃあもう壁を作ってしまう、その壁を作ったっ

ていう行為自体が空間に絵筆を走らせているよう

な。

服部　なるほど。

迎　過去の作品を見ていて、建物が脱皮をしたよ

うな感じだったりとか、建物の遺跡だったりとか、

「化石」のような感じがあるなあと思いました。建

物から剥がしてきて、それを残り香として形にし

ているような…。

川田　ありがとうございます。そういう時間の流

れとかこの空き家自体が持つ魅力っていう部分に、

新しく何かを立ち上げることだけではなくて、壁

を剥がした時に、昔の大工さんのメモがでてくるっ

ていうことがまずそうなんですけど、その時間の

経過であったり、元々何があったんやろう、であっ

たりとかそういう部分にまで、表現というか味付

けに魅力が及んできてるので、こういう風なこと

したりとか壁を設置してみるとか、元々この壁に

残っていた痕跡であるとか。あとは給食室の場合

壁画
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でしたら、給食室でおそらく元々働いていた職員

さんの工夫、フックをつけてみたりとか、さっき

の変な棒なんか、「あれ一体なんやったんやろな」っ

ていう。その全てを作品にするわけではないんで

すけれども、あれは一体なんやったんやろなって

いうこと自体が、そこの利用者の空間に対しての

アプローチ。その空間に対してのアプローチ自体

が、もう僕にとっては「壁画」になりつつあるっ

ていう。

服部　なるほどなるほど。今回、結婚式場でトル

ソーから人型を型取ったりしたじゃないですか。

あれはどこまで一人でやってるのかな。誰かと一

緒にやっているんですか？

川田　結婚式場は一人ですね。

服部　一人？あれずっと一人でやってるの？

川田　はい、ずっと一人でやってます。

服部　写真も一人で撮ってるの？

川田　写真は、写真を撮ってくれる方がいて。

服部　じゃあ、ここを撮って欲しいという明確な

意図があって？

川田　明確な意図を伝えはあまりしなくて、ある

意味共同制作のようなことを、写真を撮るタイミ

ングでは考えました。僕自身の視点を伝えるとい

うよりかは、今目の前にしてる空間の中で記録を

撮りたい、そこから写真を撮って欲しいって頼み

まして。さらにじゃあ目の前の状況をどう収める

か、何が重要かっていう部分を写真家の方にお伝

えして、あとはその方にお任せするという。そう

して撮っていただきました。

服部　展示全体の中で、写真の存在がとても強い

ですよね。

川田　そうですね。はい。

服部　川田さんが作品に写真を用いるのは初めて

だと思いますが、通常壁画という作品形式から一

番遠い行為って気がしたんですね。同じ「うつし

取る」でも、フレスコなどは作家の身体性を強く

感じますが、写真には少しひいた距離を感じまし

た。

川田　すごく簡単になってしまうなって思ってい

て、そうしてしまうと。だから今回もさっきのス

ライドでお見せした、超いい感じの記念写真とか、

あれはもうネタバレではあるけれども、その一枚

の写真としてはすごく有機的やったんで、見せよ

うかどうか最後まで悩んだんですよ。

迎　いい写真ですね。

服部　写真なしでは成立しませんか？

川田　そうですね、今回に限りは写真は欲しかっ

たなと思っています。

迎　抽象度が一段高いですよね、今までの作品よ

りも。

服部　そうですね、写真がくることによって。

川田　たしかに。

服部　まだ完全には写真の存在を理解できてない

です。なんで写真だったのかなってずっと考えて

る。

川田　実は絵を描きたかったんですよ。それが時

間の話に非常に繋がってくるんですけど、ここの

空間はどういうものだったかっていう理解を自分

自身落とし込むために、今回はうつしてきてここ

で再現して、これを「表現」って呼んでるんです

けど、これだけではまだ理解がしきれてないなっ

て、体感では思ってまして。で、その中で、理解

しきれなかった部分を、その場所の情報を重ねる

ことで補ってみたのが写真。ですけれどもその写

真があまりにも速度が速すぎて、自分自身も理解

できていない、でも情報としては見ている。だか

らこそその情報を自分で理解するためには、さら

にこの写真を、絵にする必要があったんじゃない

かなって。情報として置いておきたかった。とい

うのも自分は納得できなかったから。

服部　作品を見て色々考えていますが、明確なこ

とばにするにはもう少し時間が必要そうです。

服部　もう一つ聞いときたかったのは、タイト

ルです。最近 "Open Room" を使ってますよね。

"Open Room" にどういう意図があるんですか？

川 田　"Open Room" は、 先 ほ ど お 見 せ し た art 

court gallery の作品から使い始めました。今まで

は明確に場所で作ったっていうことが、その場所

にあるからそこで成立していたんですけど、それ

を一度崩して、「そのうつしたことを何かの表現っ

て呼びたいもの」、「その何か動かして立ち上がっ

たもの」を、今は一旦 "Open Room" と総称してい

ます。

服部　うつしかえることとつながりがある。

川田　そうですね。はい。

服部　"Open Room" っていう言葉だけ聞くと、結

構抽象的ですよね。抽象的というのか、今やって

いる行為にダイレクトには繋がらない気がしたん

ですね。

川田　そうですね。

服部　でも使い続けられてるので、気になるなと

思ってお聞きしたんですけど。

川田　今僕自身も分かっていない部分なので、も

う少しやり続けていくと、やり方は違えど一連し

た流れで何か大切なものがひとつにつながるん

じゃないかなと思って。まだはっきりはお答えで

きないんですけど。 

服部　タイトルのお話だと迎さんにもお聞きした

いです。タイトルが作品解釈の手がかりになるこ

とが多いですよね。迎さんは意識的にタイトルを、

「アプローチ」と「ナンバー」だけにされています

よね。最初の頃はサブタイトルをつけていました

よね。

迎　そのままのタイトルをつけたりとか、たまに

サブタイトルつけたりしてますね。

服部　最近はもうずっと「アプローチ」だけにし

てるじゃないですか、それってサブタイトルをつ

けちゃうことによって、おそらく何の行動に「

アプローチ」しようとしているのか、簡単には見

えないようにしている？

迎　最初はタイトルを結構割とそのまま入れてた

んですけど、そうするとそれですぐ分かってしま

う、っていうことになって。「雨降る仕組み」みた

いにもう分かっちゃうとか。若干ぼやかしてまし

たけど。その、最初に話してましたけど、理解を

するということについてですけど、モチーフがも

う分かってしまうと、「あ、この動きはここがこう

なんだ」ってある意味鑑賞する時ただ正解を自分

で見つけていくような行為になってしまうなあと

思って。「あ、わかった、わかった。」で終わるっ

ていうのは、その作品がその人の中から消えてし

まうと思うんですけど、そうならないようにした

くて。展覧会の形式によってこういうパフォーマ

ンスだったりとか、トークがある場合はいいと思っ

てるんですけど、完全にそういうのがないような

展示だけっていう時は、あとちょっとだけつけよ

うかなみたいな。割と気分なんですけど。

服部　見ていて、具体的にどういうシステムにア

プローチしようとしているか、別に分かんなくて

もいいのかってだんだん思うようになってきて。

迎　重要性はあるといえばあるし、でも別にそれ

は知らなくていいし、しかも展示をどのタイミン

グで見に来るかによって情報量って人によって全

然違うわけじゃないですか、パフォーマンスの時

に見られる人と、スタッフの人もいないタイミン

グで見る人もいたりして。

服部　より抽象化されてる気がするんです。2017

年の＠ KCUA の作品って、展示だけ見てもかなり

情報量が多い作品だったような気がしたんですけ

ど、あそこから今回ってかなり…

迎　結構それにも波があって、その @KCUA の時

の展示の前にさっきの畜産の話とかもあったので、

身体の存在
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モチーフによって結構違って。どういうような動

き方っていうのを、抽象化のレベルによって分か

りやすさが違うものになってると思います。なん

となくどういう風になるかを自分でちょっと実験

しながら。

服部　「パフォーマンス」って言ってるじゃないで

すか。でも展示という状況で作品を発表すること

の方が多いと思うんですけど、例えば @KCUA の

だと、実際にそこでパフォーマンスした映像を、

無編集に近い状態で、ほぼその時間そのままで投

影してますよね。ここでは編集はしてますか？

迎　いや、あれも一本で撮ったのでそのままです

ね。

服部　一本で撮ったものをその場所で展示してま

すよね。

迎　一発で撮ってます。カメラマンの方とここく

るからここきてね、みたいなことを最初に軽く打

ち合わせだけして。

服部　作品のご自身としての理想の状態は、パ

フォーマンスが映像化されているよりは、ライブ

が重要なんですか？

迎　そうですね。ライブが重要です。なのであの

映像とかは記録映像を流している。

服部　記録でしかないという。でも展覧会として

は、圧倒的に本人がいない時の方が多いわけじゃ

ないですか。ということは意地悪な言い方をする

と、不完全な状態の方を見られていることの方が

多いという感覚があるんですか？

川田　誰かがいるっていう感覚は大事にしていま

す。誰もいない空間だとか、誰かが利用していた

だとか。

服部　作品と「見えていない部分」ってすごく多

いじゃないですか。今ここに見えているもののみ

が観客が直接的に体験するものですが、制作の過

程には様々な行為がありますよね。その見えない

部分をすごくつくっていると思います。例えば中

国のレジデンスの作品もそうですけど、観客はモ

チーフとなった場所には行けないわけですよね。

だから川田さんが言われているような「誰かを発

見すること」は観客には基本的にできない体験じゃ

ないですか。そんな風に作品として出した時には

背後にあって見えない部分もすごく多い気がする

んです。つまり "Open Room" という言葉とは実は

逆なんじゃないかなと思っているんです。

川田　そう言われるとそうですね。

服部　言い方は分からないですけど。

川田　"close" していますね。

服部　ちょっとうまく言えないんですけど、どこ

までを公にすると定義しているのかと考えると、

「オープンな部分」って実はごく一部なんじゃない

かと。

川田　そう言われるとそうですよね。自分自身が

制作していくためだけの道筋を辿っているってい

うのが、今の状況かもしれないです。誰かに見せ

るという意識が今は全くないのかもしれないです。

服部　実は見えていなかったり言っていなかった

りする部分が多い中で、写真はポンっと出てくる

じゃないですか。それが良いとか悪いとかではな

いんですけど、そういう何を出して何を出さない

かという選択のプロセスは、意外と見えていない

人が多いのかなと、写真を見ながら思っていまし

た。そしてその感覚がどんなふうに壁画というこ

とにつながるのかなとか。まだ全然言葉にできて

いないので、中途半端ですみません。今の話で言

迎　すべての人に平等の機会はないと思っていて。

たまたまライブの時に来た人はそれだけの情報量

を得られて、パフォーマンスをしている時自体も、

あの作品もなんとなく正面があるように見えるん

ですけど、わりと動いてる時ってめっちゃ背中を

向けて作業してるようなことがあったりして。そ

れって観客が能動的に動かないとそのシーンを見

れなかったりとか、廊下を移動してパッともう始

めてしまうから、その最初のシーンを見れない人

がいたりとかして。でも別にそういうことがあるっ

てのはちょっと意識していて。それは別に機会は

平等に与えられるものではないし、そういうこと

が普通にあるなって。

服部　それは自分としては別にパフォーマンスの

状態じゃなくても、どこで見ても成立はしている

ということ？

迎　一番いいのはライブのパフォーマンスを見る

ことなんですけどね。それはほんとに。だから思

想としてはそういう思想を持っているんですけど、

作品の状態としてはライブのパフォーマンスを見

るという状況が一番です。それはやっぱりものを

動かしているっていうことで、そのものが動いて

いることで、ビー玉が落ちることであったりとか、

字を書いているっていうことって、やっぱり同じ

空間で視覚情報だけではない情報の受け取り方っ

ていうのがあると思っていて。映像でもある程度

追体験できるんですけど、やっぱりそれはライブ

の中でしか感じ取れないことだなと思っていてい

ます。

服部　それってある意味彫刻的な感覚が強くあり

ますよね。今の話を聞くと。

迎　めちゃくちゃ彫刻です。

服部　川田さんとの共通点を挙げようってわけで

はないですけど、二人とも作品からすごく「身体

の存在」が透けて見えるんですね。時間の感覚と

いうかすごく身体感覚がありますよね、川田さん。

うと迎さんはその辺すごく潔いですよね。

迎　どうしようもないんですよね。

服部　今回の川田さんは個展を作るんじゃないか

というぐらいの空間の作り方をしていますね。

迎　最初はそういう予定だったんですよね。

服部　その辺は、お互いが何をやろうとしている

のかあんまり知らないまま進んでいたんですか？

たぶん二人展というのは、二人であること自体に

意味が出ちゃうと思うんです。そういう意味で三

人と二人は全然違う。

川田　全く。

迎　全く知らず、打ち合わせもなく。お互いの作

品は知っていたので。

服部　これまでの作品ということですね。

迎　なんとなく、こんなボリュームのこういう感

じの作品になるのかな、と。全然その想像から外

れていたんですけど。

川田　そうなんです、思い出してきました。最初

は一人で展示するイメージをむちゃくちゃ作りま

したね。

迎　なんでなんですか。

川田　ちょうどその時、写真家の松見くんと一緒

にモチーフとなる場所の写真を撮っていた時期で

した。その写真が先ほどお見せしたものなんです

けど、それが非常に可愛くて、自分にとってもす

ごくよかったものなので、松見くんの部屋を作り

たいと思っていたんです。松見くんの写真の部屋

があって、僕の作品と迎の作品が一緒の部屋にな

るという。

迎　そうしてもよかったんじゃないですか？　和

室に松見スペースを作ったらよかったのでは。

川田　いや、和室の空間が強いし、和室には合わ

ないかなと思って。

服部　展示室じゃないところにどんどん溢れるよ

うに展示してますよね。一階のエレベーターの前

とか階段とか、廊下もそうですけど。そういうと
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ころで遠慮は特にないんですか？

迎　ないですよね。

服部　アンバランス感が結構面白いなと思ったん

ですよ。例えば、もし誰か別の人が展示構成をす

るとしたら、この人はこれくらいのスペースとい

うようにバランスを取っちゃうと思うんですよね。

でもこの展示は不思議に侵食し合っていて、その

分やっていることがシンプルに見えました。あま

り見たことのない空間だなと感じて、なんで二人

なんだろう、なんでこうなってんだろう、と思い

ながら見ていました。迎さんも不思議な空間の使

い方をしていますよね。離れた場所を使っている。

迎　そうですね。今回のパフォーマンスの中で

は、移動をするということをしたいなと思ってい

てその要素を入れました。だから川田さんには、

パフォーマンスで廊下を移動しますという程度の

ことだけ伝えていました。川田さんが廊下に展示

するかもしれないということは聞いていましたが、

作品がどういう形態であれ通れればよかったので。

川田　作品がどういう形態でも通れるようにして

くれていたらいいと言われたんで、そうなんだっ

て思ったんです。だから廊下にあんな風にちょっ

と邪魔になるような展示をしたのはわざとじゃな

いんですよ。あそこしかなかったんです。

迎　でもお互いの作品がそこにあったとしても、

たぶん作品として干渉はしないだろうなと思って

いました。私の作品の途中に川田さんの作品があっ

たとしても、川田さんの作品がある中で私がパ

フォーマンスをしているだけであって、他人性は

保たれるというか。

川田　そういうゆるさはありましたね。僕の展示

場所に迎のドローイングを貼ってくれてもいいと

言っていたんですよ。僕の作品はモチーフにした

空間を再現してるわけではなく、作品を展示して

いるという状態なので、その中に迎のドローイン

グがあっても変なことにはならないと思いました。

服部　今回二人でやってみてどうでした？ほぼ独

立してやっているという感じが強かったんですが、

二人展という形式の意味はお互い考えたりしたん

ですか？

迎　いや…

川田　全く…

迎　作品のスタンスや思想の系統として、相反し

ていたり不協和音が起こったりすることはないと

思っていました。興味の方向性自体が、二人とも

わりと外部に向いていると思いますし。内面性が

あったとしてもその出し方が外向きの感覚に基づ

くというか。空間のことを考えているということ

も共通していると思います。私も川田さんも、空

間自体にものをどういう風に配置するかというこ

とを展示の時にすごく考える。なので変な場所の

侵し方をすることはないだろうという信頼はあり

ました。

川田　迎が先に展示を作ってからいったん秋田に

帰って、僕はその後に展示を全部済ましたという

状況でした。だから、あの room3 の部屋にあれが

あって、倉庫にはあれがあって、その間を移動す

るんだなというように、動きがイメージできる状

態だったので、廊下の写真の配置の仕方などはす

ごくスムーズにできましたね。すでに作品が置い

てあったので、迎の部屋に入るまでの道中や出て

行く流れの中でどんな視線の動き方になるかなど、

非常に細かいところまでイメージしやすかったで

す。

服部　先に出来てたんですね。

迎　そうですね。搬入期間は同じ日ぐらいから始

めたんですけど、私の方が先に終わりました。川

田さんの作品は展示が終わった後から見て、こん

な感じになったのか、と。

川田　そこでの意外さはありましたか？

迎　最初は川田さんは個展をするかのような勢い

だったので、もっとすごく侵食してくるのかなと

思っていたんですが、なんというか意外とちゃん

としていましたね。

服部　展覧会のタイトルのことをお聞きしたいん

ですが、展覧会のコンセプトのテキストは松長さ

ん（市職員）が書かれているんですよね。タイト

ルは村上春樹の小説から取っているそうですが、

それを知らずに「街と、その不確かな壁」という

タイトルだけを見ると、そのテーマにダイレクト

にアクセスするようなことを二人がやっているな

と思ったんですけど、そういうわけでもないです

よね。そこでなんでこのタイトルになったのかと

いうのが引っかかったんですけど、具体的に関係

はあるものなんですか？

松長　この場所自体が街の中にあるスペースなの

で、今回に限らず他の展覧会の時でも街の制限と

いうようなことは意識していました。そのことと

あの小説が、以前から私の中で関連付いていまし

た。タイトルの中の「壁」という言葉には、もち

ろん物理的な物としての意味もあるんですけど、

社会的な視点では、内側と外側を分けるもの、シ

ステム、構造というものに関わってくる。システ

ムが誰かにとっては有利なものであっても、別の

誰かには不利なものであるように、取り方によっ

てこちら側とあちら側を分ける二面性が存在して、

それは街の中にずっとあり続けると思っていまし

た。そういうテーマで一回展覧会をしたいと思っ

ていたんです。

そんな中で今回の二人の作品は、アプローチはそ

れぞれ違うと思いますが、社会との接点という部

分がすごく面白いと思って。そこでその社会との

接点というところからアプローチしてもらって、

そういうテーマで二人展をすると面白くなるので

はと思ってお声掛けさせていただきました。二人

のアトリエに行って、このタイトルでやりたいん

ですというお話をしたのが去年の今頃でした。そ

の話をした後は、基本的に作品についてはお任せ

しようという形にしました。その後は、川田さん

の空き家を使って制作したいというリクエストに

応えたりなど、こちらにできることを対応していっ

たという形で今回の展覧会ができあがりました。

服部　じゃあ、無理にこの要素を入れてください

みたいなオーダーはない状態だったんですね。

迎　そうですね、「尼崎市に関わること」という条

件は一応ありましたが、どういう解釈をしてもか

まわないということでした。

服部　迎さんの労働の話は、パフォーマンスを見

ていてしばらくは何をやっているのか分かりませ

んでした。でも何か見覚えのある数字が出てきた

なと思ったところで少しつながりました。そうい

う個人的なことというか自分の置かれている環境

から直接的にアクセスすることって珍しいと思っ

たんですけど、これまでにもあったんですか？

迎　ずっとモチーフを選ぶ時は、その時に興味が

あることを選んでいます。さっきの肉の話もきっ

かけがありましたし、歴史のこともずっとやりた

かったんです。その時読んでいた本にそのワード

があったとか、きっかけは本当になんでもいいん

ですよ。モチーフはなんでもいいんです。ただ偏

らないようにはしています。社会について制作す

る人みたいにはなりたくないし、自然のことしか

扱わない人みたいにもなりたくないので。

服部　今回は、割と個人的なところから制作して

るなと思いました。
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迎　そうです。でも、その個人的なことが個人的

な出し方にならないようにしています。個人的な

ことをプライベートに表現する出し方というのも

あると思うんですけど、そうではない方法を取っ

ています。個人的なことであっても、それって絶

対に社会のシステムの中にあることですよね。だ

から個人的なことでしかないことは存在しない。

そういうことを、いかに個人的でないように見せ

るかという。なんというか感情的に喋っているこ

とってあまり信用できないと思っているんです。

服部　なるほど。そろそろお時間ですね。お客さ

んの質問を聞いた方がいいと思うんですが、それ

ぞれにもう一つ訊きたいことがあるんです。迎

さん、さっきも少しこの話をしたんですけど、

"approach" というシリーズは、続けていこうと思

えば続けていけるじゃないですか。今後何か違う

展開を考えていたりするんですか？

迎　はい。人を増やすということをしたいなと

思っていて。今はパフォーマンスも私がしている

し、装置自体を作ることも私一人で全部やってい

ます。なのでパフォーマーとして他人を入れたり、

パフォーマンスを複数人でしたり、装置自体の作

製を別の人にお願いしたり、誰かと一緒に作った

りするような展開をしたいなとずっと思っていま

す。今はやっぱり作れる範囲や動ける範囲が限ら

れているので、その状態を変えて違う何かにした

い、でもそうするなら根本的に色々変えなければ

いけないという感じです。

服部　そのあたりは逆に川田さんは、どんどん新

しいことをやってるという印象があるんですけど。

川田　そうですね。

服部　まだまだ違う実験をしていく？

川田　そうですね、ここからさらにやりたいこと

がまだ少しあります。さっきこの展示の写真がも

し絵だったらどうだったんだろう、絵で表現した

らどうだったんだろうという話をしました。その

点で、最近すごく油絵に興味があります。壁画に

対して油絵というのはすごく時間がかかることな

んですよね。その時間がかかることを自分の記憶

の定着のために使用するとどういう心境の変化が

やってくるのか、今後の表現の変化に繋がって行

くのかというところに非常に興味があるので、や

り始めようかなと思っています。

服部　ありがとうございました。そういうこの先

の展開というのが一番聞きたいなと今回の展示を

見て改めて思いました .

来場者　川田さんに質問です。先ほど結婚式の会

場で遊んでいたというような話がありましたが、

あれは制作の中でそういう風にしようと計画して

いたのか、それともその場に行ってなんとなくそ

の場所の雰囲気を感じ取ってアーティスティック

リサーチの一つとして行ったものなのか、という

ことに個人的に興味があります。それとその遊び

の部分だけを切り取って、壁画という言葉や今回

の展示との関わりを考えずに別の作品として発展

させていくというような考えを今持ってらっしゃ

るのかということに興味があるのでお伺いしたい

です。

川田　そうですね、あの写真の撮り方や並べ方と

いうのは、けっこう遊びながらやりました。とい

うのも結婚式に特有の所作で振る舞わない限り、

結婚式場の空間に対しては色んなことがイメージ

できてしまうんですよ。そしてそのイメージに一

番近いのがギャラリーや美術館なんです。ギャラ

リーや美術館の何も入っていない真っ白な箱の状

態に、あの結婚式場の何もない空間がかなり似て

いたので、そこに独特な物を置いた瞬間にそこが

すぐに展示スペースになってしまったんですよね。

例えば最近色んな地域でやってらっしゃるような、

元々は何かがあった場所に美術作品が展示してあ

るというそういう視覚体験の記憶と簡単に繋がっ

てしまったんです。なので作品を作ってあまらぶ

アートラボで展示することをイメージしながらそ

の場所で実験していくということ自体が非常に滑

稽になってしまった。それならばあえて、僕が今

いるこの状況をどうやったら結婚式場にできるの

かなということを考えました。そこで今まで自分

が結婚式に出席した経験の中から色々イメージを

重ねて、ここで記念写真を撮ってみようとか、こ

こを披露宴会場として見てみようとか、そういう

ことをしました。あの時はどちらかと言うと、僕

よりも写真を撮ってくれた松見君の方がどんどん

前に出てきて、「このアングルええやん」とか「こ

いつ泣いてんちゃうか」とか言っていて。本当に

ごっこ遊びですよね。実際にそのごっこ遊びの中

から今回はあの room2 の構成を行いましたし、実

際に遊びの中から出てきた写真だからこそ非常に

魅力的なので、できればどこかで見せたいなと思っ

ています。でもそれを写真の状態で見せるのか、

あるいはその写真をモチーフに僕自身が絵を描く

のかということは、今後もう少し考えないといけ

ないと思っている状況です。けれどもその一番根

幹にあるのは、これはどうやったら「壁画」と呼

べるのだろうという問いです。そこがまだよく分

かっていない。

来場者　どうしても「壁画」って呼ばないといけ

ないんですか？

川田　そうですね。呼ぶことによって独特の変化

が起きると信じているんですよね。遊びの延長に

そういうことがあったので、さらなる展開は少し

考えています。

来場者　結婚式場に置いていた色々なストラク

チャーを、中国の展示のような誰もが見られるわ

けではないインスタレーションとして捉えること

も可能なんですか？

川田　もちろんそうです。美術作家誰しもが展覧

会を想定して作品を作っているものではなく、あ

くまで個人的に経験してみたいとか作りたいとい

う欲求が先行しているはずです。その結果を人に

見せることによって、何か影響を及ぼすのではな

いかなと考えるわけですが、僕は今そうではなく

自分がやりたいからやっているという方向に入っ

ていってしまっているので、見せるか見せないか

はその時次第です。

来場者　今度は迎さんに質問なんですけれど、パ

フォーマンスの記録映像というのは、記録と定義

されているのか作品と定義されているのかどちら

でしょうか？

迎　あれは映像作品ではないです。作品はパフォー

マンスであって、形態はインスタレーションと流

れている記録映像という感じなんです。

松長　それではこの辺りでトークを終わりたいと

思います。川田さん、迎さん、服部さん、どうも

ありがとうございました。

質疑応答


